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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 8,131 △0.8 286 41.1 281 0.0 261 10.6

2025年3月期第1四半期 8,194 3.0 203 － 281 53.0 236 87.2

(注）包括利益 2026年3月期第1四半期 688百万円（△2.2％） 2025年3月期第1四半期 704百万円（37.3％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 7.02 －

2025年3月期第1四半期 6.35 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期第1四半期 37,807 19,738 49.0 497.15

2025年3月期 37,519 18,995 47.4 477.07

（参考）自己資本 2026年3月期第1四半期 18,535百万円 2025年3月期 17,786百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 0.00 － 4.00 4.00

2026年3月期 －

2026年3月期（予想） 0.00 － 4.00 4.00

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,000 4.0 900 8.6 750 △37.3 550 5.3 14.75

１．2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期1Ｑ 37,286,906株 2025年3月期 37,286,906株

②  期末自己株式数 2026年3月期1Ｑ 4,092株 2025年3月期 4,062株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Ｑ 37,282,836株 2025年3月期1Ｑ 37,283,121株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規：2社　（社名）NJC Europe Ltd.，NJC America Inc.

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については添付資料２ページ「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… ２

（１）当四半期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（２）当四半期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… ３

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ５

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………… ５

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………… ６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ７

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… ７

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… ７

○添付資料の目次

- 1 -

新日本理化株式会社(4406)　2026年３月期　第１四半期決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当社グループは、2021年よりスタートした５か年の中期経営計画（2021年度～2025年度）の最終年度を迎えて

おり、事業構造の転換に一定の道筋を付けるとともに、５年後の経営ビジョン実現に向けた確かな礎を築くため

に、企業力のさらなる向上に注力しております。具体的には、既存事業の深化による社会及び市場ニーズへの適

応と、開発品の重点育成に向けた投資を進めることにより収益力の向上に邁進してまいります。

　本中期経営計画に沿って、当第１四半期連結累計期間は、在庫管理の精緻化及び品質管理の徹底による生産ロ

ス低減などにより基礎力向上に取り組んだほか、製品構成の見直しとAI活用による研究開発のスピードアップを

推進してまいりました。

　当第１四半期連結累計期間の事業環境は、主要原材料の一つである油脂相場の高止まりや、中国による廉価品

の海外輸出拡大により、汎用品の販売数量は伸び悩みましたが、適正価格の維持による利益確保に努めました。

また、塩化ビニル樹脂に高耐候性能を付与することができる特殊可塑剤や医薬品原料などの高機能製品が、末端

需要の増加から販売数量を伸ばし、全社収益を牽引しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、81億３千１百万円（前年同四半期比

0.8％減）となり、損益面では、営業利益２億８千６百万円（前年同四半期比41.1％増）、経常利益２億８千１

百万円（前年同四半期比0.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億６千１百万円（前年同四半期比

10.6％増）となりました。

　主要製品の概況は次のとおりであります。

　トイレタリー向け界面活性剤は、国内観光業の好調から製品需要は堅調に推移したものの、アジア地域から流

入する安価品の影響を受けたことにより、数量、売上高ともに前年を下回りました。繊維油剤原料をはじめとす

る工業向け天然高級アルコールは、市場価格の上昇から需要が低迷し、数量、売上高ともに前年を大きく下回り

ました。

　日用品雑貨などのポリオレフィン樹脂成形物向け添加剤は、主要輸出先である欧州の景気減速の影響があった

ものの、中東や北米において新規採用が進んだことから数量、売上高ともに前年を上回りました。食品・医薬品

向け製品につきましても、需要が堅調であったことから数量、売上高ともに前年を上回りました。

　主に床材や壁紙、電線被覆材などの建築部材に使用される汎用可塑剤は、安価な海外品の流入が継続するな

か、数量、売上高ともに前年を大きく下回りました。

　自動車産業向け製品は、需要の伸び悩みにより、数量、売上高ともに前年並みとなりました。電子材料向け製

品については、中国経済の低迷及び相互関税の影響により末端需要が低迷したことから数量、売上高ともに前年

を下回りました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は前期末比0.8％増、金額で２億８千８百万円増加の378億７百万円とな

りました。

　流動資産につきましては、商品及び製品が増加したことなどにより、前期末比2.3％増、金額で３億９千６百

万円増加の179億８千１百万円となりました。固定資産につきましては、保有株式の時価が上昇したものの、連

結範囲の変更に伴う投資有価証券の減少及び減価償却費計上により有形固定資産が減少したことなどにより、前

期末比0.5％減、金額で１億７百万円減少の198億２千６百万円となりました。

　流動負債につきましては、１年内返済予定の長期借入金を返済したことなどにより前期末比4.0％減、金額で

３億６千５百万円減少の87億１千１百万円となりました。固定負債につきましては長期借入金が減少したことな

どにより前期末比0.9％減、金額で８千９百万円減少の93億５千７百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が増加したことなどにより前期末比3.9％増、金額で７億

４千２百万円増加の197億３千８百万円となりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は49.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表いたしました通期の連結業績予想から変更はありませ

ん。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,942 3,046

受取手形及び売掛金 7,570 6,980

電子記録債権 1,283 1,332

商品及び製品 2,940 3,399

仕掛品 1,645 1,677

原材料及び貯蔵品 863 1,163

その他 340 383

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 17,584 17,981

固定資産

有形固定資産

土地 4,281 4,281

その他（純額） 5,052 4,949

有形固定資産合計 9,334 9,231

無形固定資産 28 45

投資その他の資産

投資有価証券 9,950 9,928

退職給付に係る資産 278 292

その他 343 330

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 10,571 10,549

固定資産合計 19,934 19,826

資産合計 37,519 37,807

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,088 5,319

短期借入金 270 350

１年内返済予定の長期借入金 2,100 1,396

未払法人税等 110 85

賞与引当金 356 166

その他 1,150 1,394

流動負債合計 9,076 8,711

固定負債

長期借入金 4,760 4,419

役員退職慰労引当金 64 65

退職給付に係る負債 1,711 1,715

その他 2,910 3,156

固定負債合計 9,446 9,357

負債合計 18,523 18,069

純資産の部

株主資本

資本金 5,660 5,660

資本剰余金 4,075 4,075

利益剰余金 4,539 4,829

自己株式 △0 △0

株主資本合計 14,274 14,564

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,090 3,724

繰延ヘッジ損益 △2 △0

為替換算調整勘定 365 191

退職給付に係る調整累計額 58 56

その他の包括利益累計額合計 3,511 3,970

非支配株主持分 1,209 1,203

純資産合計 18,995 19,738

負債純資産合計 37,519 37,807
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 8,194 8,131

売上原価 6,859 6,637

売上総利益 1,334 1,494

販売費及び一般管理費 1,131 1,207

営業利益 203 286

営業外収益

受取配当金 80 89

持分法による投資利益 36 －

為替差益 1 7

その他 13 20

営業外収益合計 132 118

営業外費用

支払利息 11 13

持分法による投資損失 － 59

支払賃借料 10 21

その他 33 28

営業外費用合計 54 123

経常利益 281 281

特別利益

投資有価証券売却益 － 21

特別利益合計 － 21

税金等調整前四半期純利益 281 302

法人税、住民税及び事業税 47 68

法人税等調整額 △17 △37

法人税等合計 30 31

四半期純利益 251 271

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 236 261

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益 251 271

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 327 633

繰延ヘッジ損益 2 1

為替換算調整勘定 5 △16

退職給付に係る調整額 △3 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 121 △198

その他の包括利益合計 453 417

四半期包括利益 704 688

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 689 679

非支配株主に係る四半期包括利益 15 9

（四半期連結包括利益計算書）

- 6 -

新日本理化株式会社(4406)　2026年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 187百万円 198百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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